
競 技 注 意 事 項 

１．本大会は２０１７年度日本陸上競技連盟競技規則により実施する。 

２．場内司令について 

   特に認めた監督・コーチ・報道・選手・補助員・競技役員以外は、競技場に入ってはならない。 

３．練習について 

   投てき練習は、競技開始前に、フィールド内で主任審判の指示により行なうこと。 

   以上２、３については監督・顧問・キャプテンは、チームに徹底させること。 

４．招集について 

   ①トラック種目の招集場所は第４ゲート(100m スタート)観客スタンド下に設置する。 

    フィールド競技は現地集合とする。ただし、投擲は第２ゲート付近器具庫前、跳躍は第３ゲ

ート付近器具庫前に集合すること。 

各種目の招集開始・完了時刻は、当該種目の競技開始時刻を基準とする。 

トラック ：競技開始３０分前から始め、１５分前に完了する。 

フィールド：競技開始４０分前、３０分前完了。ただし走幅跳は４０分前完了とする。 

招集開始時刻及び完了時刻は競技日程表に記載しています。 

②選手は、招集開始時刻に、各場所に集合し、ナンバーカード等の点検・確認を受けること。 

    ③招集時刻に遅れた場合、当該種目を棄権したものとして処理する。 

    ※招集時間は、タイムテーブルを基準とする。 

    ④代理人による招集は一切認めない。また出場選手以外の招集所への立入りを禁止する。 

 ５．競技用靴について（競技規則第１４３条２・３・４・５・６参照） 

   スパイクピンの数は１１本以内とし、長さは９ｍｍ以内、走高跳は１２ｍｍ以内とする。 

６．競技場への入退場は、すべて係員の指示に従うこと。 

７．ウオーミングアップ場所について 

補助競技場を開放します。但し、投てき競技の練習は認めない。 

また、雨天練習場や競技場外では通行人や他の競技に迷惑をかけないこと。 

８．ナンバーカードは、ユニホームの胸と背に確実に付けること。 

  跳躍競技については胸・背のいずれかでもよい。 

９．試技順について 

試技順はプログラム記載の順とする。 

10．チーム（学校）控え場所の清掃は、監督・顧問・キャプテンの指示により確実に行なうこと 

 

11．個人情報の取り扱いについて 

本大会に関して寄せられた個人情報は、本大会の目的以外に使用しません。 

12．その他 

競技中に発生した傷病については、本部で応急処置は行うが、その後については 

本人（保護者・申し込み責任者）の責任において処置すること。 

 

各チーム（学校）で出したゴミは、確実に持ち帰ること。 


